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■ データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA F 883 iES でデータ通信をずる際に必要な事項についての説 
明をはじめ、 CD - ROM 巧の 「 F 883 iES 通信設定ファイル（ドライバ )」 「FOMA PC 設 
定ソフト」のインス!ル方まなどを説明していまず。 

お使いの環境によつては操作手順や画面が一部異なる場含びありまず。 
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データ通信について 


利用できる通信形態は、パケット通信、 64 K データ通信、データ転送の3つに分類されまず。 

•パソコンと接続してパケット通信や目 4K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD-ROM からソフトのインストールや各種設定を行ラお、要びあります。 

• 曰 S をアップグレードして使用されている場合の動作はイ呆証いたしかねまず。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA、musea や si 旨 marion n 、 sigmarion El と接続してデータ通信び行えます。ただし、 musea 
や si 邑 marion n をご利巧の場含は、これらのアップデートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧<ださい。 

パケット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、方ールのを受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していてを、データの送受信を行っていないとをには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使いかたびでをます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 F 日 MA パケット通信に巧応したアクセスポイ 
ントを利用して、受信最大 384kbps、 を信最大 64kbps の高速パケット通信びでをまず。通信環境や混雑状況 
の影響により通信速度び変化ずるベストエフォートによる提おです。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ードなど、データ量のをい通信を行った場をには通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 


64 K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行ラ場をに適していまず。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOVI 冉 64K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、またはに DN 同期 64kbps のアクセスポイントを利用して、巨 4kbps の安定した通信速度でデータを 
を受信でをます。 

長時間通信を行った場台には通信料び高額になりますのでご注意ください。 


データ乾送 


電話帳やメールなどのデータを送受信する、課金び発生しない通信形態です。 

•赤外線通信を使っても、他の FOMA 端末や携帯電話、パソコンなどとデータを送受信でをます。 




、動作環境について 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

US 巨ポート （ US 巨仕様]. 1/2.0 に準撇を持つ PC / AT 互換機 

0 S (鲁日本語版） 

Windows 2日日日 、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ* 

Windows 2000 ； 64 M 巨し处上 Windows XP : 128 M 艮切上 

Windows Vista :已日政上 

A — ドディスク 容量* 

己 MBU (上の空さ容量 


《 F 日 M 冉 PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成によっては異なる場合びあります。 
♦動作環境によってはご使用になれない場合びあります。 

•上記の動作環境外でのご使用について、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


CD - ROM をパソコンにセットずると、なのよラな警告画面が表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Expl 日 rer のセキュリティの設定によって表示されまずび、使用には問題ありません。[はし'!]をク 
U ックして<ださい。 

《 画面は Windows XP を使用した場含の例でず。お使いのパソコンの環境により異なる場含びあります。 



、必要な機器について 


F 曰 M 冉端末とパソコン切列に、次の機器び必要です。 

-別売りの FOMA US 日接続ケーブルまたは FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル01 
-付属の CD - ROM 「 F 0 MA ® F 8 扫 3 iES 用 CD - ROK/U 

X US 日ケーブルは専用の FOMA USB 接続ケーブルまたは FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル 0] をお買い 
あめください。パソコン巧の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため利用でをません。 

》本マニュアルでは 、 FOMA US 巨接続ケープルでの場合を例に説明しています。 


、ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する攝さ、通背ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（し U 降プ□バ 
イダ）の利用料び必要でず。この利用料は、 F 曰 M 冉サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにおま払いいただ 
さます。利巧料の詳細は、ご利用のプロバイダにお問い台わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera びご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスでず。使巧した月だけ月額使用料びかかるプランをご利用いた 
だけます。 FOM 冉端末でのインターネット接続には、ブ□ードパンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使巧料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なサー 
ビスです。 
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接続巧（プ□バイダなど）について 


パケット通信と巨 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、巨41<データ通信を行うときは FOMA 巨 4 K データ通信、または ISDN 同期巨 4 klDps 対応の接続先をご利用く 
ださい。 

• 円 AFS などの PHS 日 4 K /32 K データ通信や DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認証び必要な場合びありまず。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでのとパスワードを入力してください。 I □とパスワードはプ□バイダまたは社内 LAN など 
接続先のネットワーク管理者から付ちされます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 

パソコンのブラウヴを利巧してのアクセス認証で RrstPass 〔ユーザ証明書）が必要な場合は、付属の CD-ROM 
から FirstPass PC ソフトをインス I ルし、設定してくださし、。詳細は付属の CD - R 日 M 内の 「 FirstPassMamal 」 
をご覧ください。 

パケット通信および 64 K データ通信の条件 

F 曰 M 冉端末で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA パケット通信に対応していること 

-目 4 K データ通信の場含、接続先び FC ) MA 64 K データ通信、または侶 DN 同期巨 4 kbps に対応していること 
X 上記の条件び整っていてち、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりずるとをは通信でをない場含 
びあ0まず。 
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データ通信の準備の流れ 


バケツト通信および己 4 K データ通信を利用ずる場合の準備について説明しまず。 
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通信設定ファイル（ドライバ）について 

パソコンと接続してパケット通信または巨 4 K データ通信を行ラには、通信設定ファイルをインストールする必 
要びあります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

付属の CD - ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、パケット通信または目 4 K データ 
通信を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単な操作で設定でをまず。 

インストール/アンインストール前のま意点 

•操作を始める前に他のフ□グラムび稼動中でないことを確認し、穗動中のプ□グラムびある場合は終了してく 
ださい。 

• 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトのインス I ル/アンインス I ルを行う場合は、必ずパソコンの 
管理者権限を持ったユーヴーで行ってください。それ！;!外のユーザーで行ラとエラーになる場合びありまず。 
Windows Vista の場を、「ユーザーアカウント制御」画面び表おされたときは、「許可」または[続行]をク 
U ックするか、パスワードを入力して[〇のをク U ックしてください。パソコンの管理者権限の設定操作に 
ついては、をパソコンメーカやマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

•パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


■ データ通信の用語集 

• APN (Access Point Name) 

パケット通信で接続するフ□バイダなどを識別する文字列。たとえば、 moperaU は 「 mopera . net 」 び 
APN となりまず。 

• cid に ontext Identifier) 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理ずる番号。 FOMA 端までは1から]日 
までの10件び使えます。 

• DNS (Domain Name System) 

ドメインネーム（例： nttdocomo.cDjp) を、コンビュータで使う IP アドレスに変換するシステムのこ 
とです。 

• OBEX (Object Exchange) 

データ通信の国際規格の]つ。曰 BEX に対応している携帯電話、パソコン、デジタルカ方ラ、プ U ンタな 
どの間で、データの送受信びでをます。 

• QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーヴーの意図どおりに回線を利用するための技術。 FOMA 端末では、接続 
するとをの通信速度などを設定でをます。 

• 通信設定最適化 

F 曰 M 冉ネットワークでパケット通信を行ラ隙に、 TCP / IP の伝ち能力を最大限に生かすための TCP パラ 
メータ。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設定び必要です。 

• 管理者権限 

0 S のシステムなどずベてにアクセスでをる権限のこと。 ] 台のパソコンに最を1人は、パソコンの管理 
者権限を持つユーヴーび設定されています。通常、パソコンの管理者権限びないユーヴーは、ドライバや 
ソフトなどのインス I -ール/アンインス I -ールびでさません。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている巧態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場含は、あらかじめ通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールしてください。 
一 P 7 


FOMA USB 接続ヶーブルで接続ずる 


• FOMA USB 接続ケーブルは別売りでず。 

1 FOMA USB 接続ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し这む 

2 FOMA USB 接続ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し&む 

• 通信設定ファイルのインス I -ール前にパソコンに接続した場台は 、 FOMA US 日接続ケーブルが差し込 
まれたことを自動的に認識してドライバび要まされ、ウィヴード画面び表示されます。その場合は、 
F 日 M 冉端末を取り外します 。 Windows 2000 、 Windows XP ではウイヴード画面で[キャンセル] 
をク U ックして終了してください。 



取り外しかた 

I FOMA USB 接続ケーブルのコネクタのリリースボタンを巧し （の)、 F0MA5 箭 
末か S 引き巧く（感） 



2 パソコンか SFOMA USB 接続ケーブルを引き巧く 

お知らせ- 

- F 日 MA 端末から阳 MA US 日接続ケースレを抜き差しする胤ま、コネクタ部分に無理な力がかからないように注意して 
くださし取り外ずときは、必ず UU —スボタンを巧しなび日水平に引さ拖いてください。無理に引さ拖こラとすると 
故障の原因とな0ます。 

-データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを外さないでください。データ通信が切断され、誤動作やデータ消失の原因 
となります。 
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通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 


FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行ラには、通信設定ファイルが必要でず。使用ず 
るパソコンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、インス I ルしておきまず。 


通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 已 
♦操作4まで FOMA 端末を接続しないで < ださい。 


〈例 > Windows XP にインス I ルずるとき 
1 CD-ROM をパソコンにセット 



• ニューび動作する推契環境は Microsoft Internet 
Expl 日 「 er 巨.0 lU 降でず。お使いのパソコンび推奨環 
境を満たさないとをや、 CD - R 日 M をセットしてち^ 
ニューび表示されない場台は次の手順で操作してく 
ださい。 

①[スタート]^「ファイル名を指定して実行」 
を順にクリック 

Windows Vista のとき：©ロタート）-►「す 
ベてのプ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「ファ 
イル名を指定して実行」を順にクリック 
③「名前」に < CD - ROM ドライブ名>: 
¥ USBDriver ¥ F 883 iES _ USB_Driver 
¥ F 883 iESt . exe と入力して [ OK ] をク U ツク 
し、操作3に進む。 

《 CD - ROM ドライプ名はお使いのパソコンに 
よって異なります。 


2 [データリンクソフト-各種設定ソフト] 一 「FOMA 通信設定ファイル (USB ド 
ライパ‘)」の[インストール]を順にクリックし、表示されるウインドウか6 
「F883iESt.exe」 アイコンをダブルクリック 



3 [インスト-ル開始]をクリック 
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FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッセージび表示された S、FOMA 端末 
をパソコンに接続 



• F 曰 MA 端末は電源の入った状態で接続してくださ 
し、。 


5 インス!ル中画面の表示後に、 [0K] をクリック 
お巧 S せ- 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再起動する旨のメッセージが表おされた場合は、画面の指示に従い再起動してください。 
-データ通信中にインス!-ールを行わないで<ださい。 


通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場を、設定および通信はできません。 

〈例> Windows XP で確認ずるとを 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」ーレ':フオーマンスとメンテナンス]ア 

■ イコンー[システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」か6「コント□—ルパネル J をクリックー[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

@(スタート）一「コント□—ルパネル」一「システムとメンテナンス J 一「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

2 [八ードウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 
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3 各デバイスの種類をダブルクリック^; 夕のデバイス名び登録されていることを確 



• デバイスの種類とデバイス名は次のとおりです。 
表示される順番は 0 S により異なります。 

- USB (Universal Serial Bus ) またはユニバーサ 
ルシリアルバスコント□-ラ： F 0 V 1 冉 F 883 iES 
-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 883 iES Command Port ( COMx )《• 
FOMA F 883 iES OBEX Port ( COMx ) * 

-モデム ： FOMA F 883 iES 

はパソコンの環境により、異なった数字び表 
おされます。 


通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!ルずる 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前のま意点」をご覧ください。一 P 己 
♦操作の前に、パソコンから FOMA 端末を取りがしてください。 

〈例> Windows XP でアンインス I ルずるとき 

I [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」かち「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

0(スタート）一「コントロール A ’ ネル」一「プ□グラムのアンインス!-―ル」を順にクリック 

9 「プ□グラムの追加と削除」画面で 「FOMA F 883 iES USB 」 を還択して[変更 
と削除]をクリック 

■ Windows 吕〇00のとき 

「アプリケーシヨンの追加と削除」画面で 「FOMA F 883 iES USBJ を選択して[変更と削除]をク 
リック 

■ Windows Vista のとき 

「プ□グラムのアンインストールまたは変更」画面で 「FOMA F 883 iES USB 」 を選択して「アンイ 
ンストールと変更 J をクリック 

ク 「FOMA F 883 iES Uninstaller 」 と表示されていることを確認して[はしリを 
^ クリック 

ドライバのアンインス I -ールを開始します。 



4 ドライバのアンインス!ル中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

おお IS せ- 

-削除画面で 「RDMA F 883 iES US 巨」が表示されていないときは、再度「通信設定ファイル（ドライバ）をインス! 
ルする」の操作を行ったあとに、アンインス!ルを巧ってください。一 P 7 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 


FOMA PC 設定ソフトを利用ずると、簡単な操作で通信の設定び行えまず。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に通信設定最適化など 
を行います。 

通信設定最適化 

パケット通信を利用する前に、パソコン巧の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用ずるには、通 
信設定最適化び必要になります。 

接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信を斤ラ隙に必要な接続先 （ APN ) の設定を巧います。接続先には通常の電話番号は使巧しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の]には mopera に接続するための冉 PN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 m 叩 era . net 」 び登録されていまずび、その 
他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場含は APN 設定び必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルする 


• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、バージョンび4.日.0より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインストールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインス I -ールしてください。 

FOMA PC 設定ソフトのバージョンを確認するには 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「六ニュー」をク 
U ックー「バージョン情報」をク U ックします。 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面の表示方法一 P 12「かんたん設定でパケット通信を設定する」の 「mopera 
U / mopera を利用する場含」操作] 

•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 已 

〈例> Windows XP にインス I ルずるとき 


I CD - ROM をパソコンにセット 



• 六ニューび動作する推奨環境は VHcrosoft 
Internet Explorer 日.降でず。お使いのパソコ 
ンび推奨環境を満たさないときや、 CD - ROM を 
セットしても^ニューび表おされない場合は次の 
手順で操作して < ださい。 

④[スタート] 一「ファイル名を指定して実行」 
を順にクリック 

Windows Vista のとき：@(スタート）一「す 
ベてのプ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「ファ 
イル名を指定して実行」を順にクリック 
感「名制に 「< CD - R 0 M ドライブ名> : 

¥ F 0 MA _ PCSET ¥ setup _4.0.0 .exeJ を入 
力して [0 K ] をクリックし、操作3に進む 
《 CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンに 
よって異なります。 
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[データリンクソフト-各種設定ソフト] 
ス I -ール]を順にクリック 


「FOMA PC 設定ソフト」の[イン 



[インス!-ール]をク U ックすると、なのよラな警告画面び表おされる場をびあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュ U ティの設定によって表おされますび、使用には問題ありません。廣行] 
または[実行する]をク U ックしてください。 

《画面はお使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 


この：7?イルを実巧技はほ巧しますが 

3 


るお 
巧巧 
発巧元 


setup_4 口。.が e 
巧リケ-シむ, 4巧の 
E：¥FOMA PCSET 


〔ミけ®」〔巧な留 i [ * 亩ンセル 

rCs インタ-ネッフ HjW 王做でちますび、；の?7イ/|の也 a 口 X /む-功こ巧 
{ij sific すの到が'がます。巧ほろがほ g できな W さは、このソフ hOi アお 
W 巧 I ホ n 巧巧し frm ぶいでく巧む， ホ♦のミ ft 巧 


この y フトウI巧実行しますか？ 

n るお： S 加。 4.0 0.6X6 

発 rxTU. haprovLsiol} Corpardtion 

[~5~]巧加が'ンも ( Qg 示め） 


L 新朽(段~ II 美巧の。屯 y '—.1 

のも編钻管ぶ S * 艦扇巡,嫩總樹程能巧化 


「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意ずる場合は[はい]を 
ク U ック 

• [いいえ]をク U ックずると、インス!'■ールを中止します。 

■ Windows Vista のとき 

操作目に進みます。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐ずる」を選択して[次へ] 
をク U ック 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」び常駐します。 

• インス!-ール後に常駐の設定は蜜要でをます。 

r インストール巧の選択」画面でインストール巧を確認して[巧へ]をクリック 

•変更する場合は[参照]をク U ックし、任意のインストール先を指定してにのをク U ックします。 


2 


3 4 


5 


6 
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r プ□グラムフオルダ」のフオルタ‘をを確認して[次へ]をクリック 



• 変更する場をはフオルダ名を入力し、[なへ]をク 
1」ックします。 


Q [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動しまず。このまま各種設定に進みます。 

お巧 S せ- 

-旧 W-TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、 FOMA PC 設定ソフトびインス I ルされている場合は、 
インストールを中斷する旨のメッセージが表示されます。 [0 のをク U ックし、プログラムの追加と削除またはアプ U 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインストールしてください。 

•インストールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク U ックした場合は、インス!-ールを中断する確認画面が表示さ 
れます。インス!-ールを継続する場合は[いいえ]をクリックしてください。中断ずる場合は[はい]をク IJ ックし、 
[完了]をクリックして<ださい。 


、かんたん設定でパケット通信を設定ずる 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表おされる内容に従って選おや入力を進めていくと、簡単に FOMA 
巧ダイヤルアップを作成でさます。 

•操作の前に、必ずパソコンと F 曰 MA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 6 
• Windows Vista をお使いの場合は、一部画面び異なります。 

mopera U / mopera を利巧する場台 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 

1 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選巧して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
IJ ック 

■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 rFOMA PC 設定ソフト」を順に選巧して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スター ト）一「ずべてのプログラム」一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 
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「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 

回 


な酸 E 獨 

がゥトぶ言も il 這巧®や S 抑に助ななくをミ(含され巧畑;巧 b てなをげ 
ホをされる迫な方までもぞ大ぉか bps) 

Wr かぶ1(做 H-SPEED 巧のが 

"わが(きは.巧階巧抑に巧な化をミ ft? 扣巧-曲こ応 br •おを巧 
託をさ疗るがミホ巧で‘も（居ス a 日 Mbps) 

6けデ-夕化き 

S 化デ-9巧巧は、巧苗に C じて巧を湖を讯るぶきホすです。度力 M 比口〉 


〔 ；ゎ\妙 > I キドバむ k I 


r『m 叩 era U 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク U ック 


巧ほ巧の进巧 
。 阳-醉 T 田哪柱播 


■ IfmoperailA •の巧巧 

こ突約す至で、巧単にイントネか巧樹巧ミます。 


「『mopera U』 への接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認方ッセージび表示 
されます。ご契約びお済みの場含、[はい]をク 
U ックします。 


FOMA デ-巧!(雪巧なブ D" イタれ；的 LAN に巧巧します。 


が OMAi がの巧巧ち W 乱.-.: *• 


がへ休5ン巧 f 下すると、白 B のこ FOMAI 広口)々任 i 巧 twpwa 巧¥面巧し壬す， 
をイれレアッ::< 巧ぶや!が OMAO 巧きを J 3巧りないでなミみ、 

{巧《の>@1こ"る泛 h かのります） 

SHEH-SPEEWI 店がの,けツトぶ*！**に.-- 1. 

fmopera UOl 巧巧 L た*!ろ。、下りを巧帥叱 s、J: りをな脚比的です。 

ffmooerail CW 括した巧さは、上り/下りとなこ fe 大巧 4ktos です • 

KmopsH U/m 单 eraW ホの巧技方をなど1こついては,さプ[山;イブへこ’巧2化さ • 1, 


<戻か白）」；れ(が> 


，ン加」 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [ OK ] をクリック 

「接続を」に任意の接続をを入力一 r 設定しない（推奨)」または「186を付加 
ずる（通知ずる)」を選択一 「 PPP 接続」を選択一[巧へ]をクリック 

• r 接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、なの記号（半角艾字）は使用でをません。 

¥/:キ？!く> 1 " 

• mopera U は PPP 接続、 IP 接続ともに巧応してお 
ります。 mopera は PPP 接続のみに対応しており 
まず。 


バサか谢留巧一 
巧该る； 

モデムる： 

発(き##を泣巧： 


[FOMA 

[FOMA F 巧 3iES 

广 18巧け》巧1)61巧な） 

广184ち村;!]巧る el 知け to) 
巧西單ぶ; c— 闲學 i 


? P …編 


■ IP 辖ほ 


離こ賊厭疏舗碟哥編微縱で。 

こおこ店じて moperaUI こ是远な巧期证巧自れ巧巧5れ订々す， 


本 FOMA 端末は、 IP 接続には対応しておりません。 


一 <庶(呂） [ ホへ(が> 


*,> b 化」 


2 


3 


4 5 
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r 使用可能ユーザーの還択」を設定して[巧へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 
[巧へ]をクリック 

操作8に進みます。 


巧巧巧を：1ーザーの这》? 

この巧巧る利巧できるユーヴ -S 谊定してくだな、 


:. 自9偷 


2-刑5•バスり-ド i 巧 

2 —ヴの • ワ ーKS お持ちのちは入力して< だみん 


ユーヴの： 
似口ード： 


P /U ワ-ドをほな•狩 


<庶@;〔；失 A(N)> ] キVン tJk I 


「ユーザ ID 」 「パスワード」は空欄でちかまいませ 
ん J 。 


r 最適化を巧う」び選択されていることを確認して[巧へ]をクリック 

• ずでに最適化されている場を、この画面は表おさ 
れません。 


巧借巧を谢ヒ WTC 谢ま） 


FOMW 巧ウトぶきち村酌がめ、；た〇ン r ■的)せな巧定か S 雨ヒけん 

P き'肌あ巧 


_<戻る® * へ (N )> 1_キ代/セル J 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 


i ま定I店胡 

この巧容でよろしけれ《、充了ポタン S 巧してくだな、 


巧巧でま . _ 

HfiH モ mcpera U 

巧 K ち FOMA 

モデムを FOMA F8( 

是巧者#ちのホ知 - 

出用巧把2-ヴ- 
ユ_卿 

バスワードの巧な .. 

巧なの ilftiit 定:£泣化げ S お ft 迅化 


. 肉的が 
巧定い 
すべての三ーヴー 


P 賢研巧式'怖厮ラ願ニト祝窗枯丹蜀 


<民■勒」_ 充7の 1 ^みシか k 」 


[ OK ] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表示され 
た場合は[はい]をク I 」ックしてください。 

通信を実行する^ P 吕3 
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その他のプ□バイダを利用する場を 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 


1 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 


■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 rFOMA PC 設定ソフト」を順に選巧して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

® (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 



2 r パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 
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「その他」を選択して r 巧へ」をクリック 



「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

「接続を」に任意の接続をを入力一腊続巧 （ APN ) 設赶をクリック 

• 発信者番号通知の設定については、フ□バイダな 
どから提供された各種情報に従ってくださレ。 

• ris 巨を付加する（通知する)」を選択すると、通 
信実行時に発信者番号を通知します。 

• r 接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:*?!<> I " 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指おされている場をは、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登緑してください。 


[追加]をクリック 

番号 （ cid )] には mopera に接続するための APN 「 nnopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するた 
めの APN rmopera . net 」 び設定されています。番号 （ cid ) 2または4〜10に接続先 （ APN ) を設定 
してください。 




3 


4 5 
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r 接続巧 ( APN ) J にプ□バイダなどの FOMA パケット網に対応した接続巧 
( APN ) を正しく入力一 「 PPP 接続」を還択一 [0 K ] をクリック 

• r 接続先 ( APN ) J にはキち义字で、英数字、 A イ 
フン（-)、ピ I 」オドし）のみ使用でさます。 


本 FOMA 端末は、 IP 接続には対応しておりきせん。 


[ OK ] をク U ック 




愼続巧 （ APN ) の選択」の接続ホ名を®認して[巧へ]をクリック 

r あ続先 （ APN ) の還お」には、操作7で設定した r あ続先 （ APN )」 と r 接続ち式」び表示されます。 
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in r 使用可能ユーザーの還択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
カー[巧へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「ユーザ IDJ を入力一「パスワード J を入力一「なへ」をクリック 

操作]吕に進みます。 



• 「ユーザの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、か艾字など 
に注意し、正しく入力してください。 


11 


r 最適化を巧う」び選択されていることを確認して[巧へ]をクリック 



• すでに最適化されている場台、この画面は表おさ 
れません。 


12 「設定情報」を確誌して[完了]をクリック 



13 [ OK ] をクリック 

I 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨の六ッセージび表示され 

た場合は[はい]をク U ックしてください。 

通信を実行する一 P 23 
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かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


mopera U / mopera を利巧する場台 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 

■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 rFOMA PC 設定ソフト」を順に選巧して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

® (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 



2 「64 K データ通信」を選択して「次へ」をクリック 
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3 「『 m 叩 era 川への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[巧へ] 
をク U ック 


巧ほホの进巧 
巧 时-醉 T 田哪柱巧 

(Tmopera 邮ごを旧いた巧化， S をで巧巧なイン$-ネか法巧が R えます， 
<mopsra UJ ち巧ヴーピスで、3^1か必 ST：’ も〉 

广 Ifmoperail への巧巧 

こ’吳的不5で、巧単にイントネット活撤巧ミます。 

対地 

FOM げ-巧!(き巧広 JD" イタれ；的 LAN に巧巧します。 

Kmopeu U/moper 似み め 巧巧方をなどじついては,さブロバイダへご炬2 リ巧 I >• 


•「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージが表示 
されます。ご契約びお済みの場含、[はい]をク 
U ックします。 


<戻が B) 」；れ(が> 


4 「接続名」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」が 「FOMA F 883 iES 」 に 
設定されていることを確認一「設定しない」または「186を付加ずる（通知ず 
る)」を選択一[次へ]をクリック 

• r 接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、なの記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/: キ ？! く> 1" 


5 r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 
[巧へ]をクリック 




• 「ユーザの」「パスワード」は空欄でちかまいませ 
ん ■<。 
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r 設定情報」を®認して[完了]をクリック 



T [0 K ] をクリック 

通信を実行する一 P 23 

その他のプ□バイダを利用する場を 


〈例> Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 


■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 rFOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

@(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 
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2 「64 K データ通信」を還択して「巧へ」をクリック 



3 「その他」を選択して「次へ」をクリック 


ホんをん設を 


巧ほ巧の进巧 - 

I一 ITmopera Ufl への巧巧 

ITmopera UiS こ节历が:巧化、5をで巧赖イン$-ネ5卜組巧げ汽えます， 
(mopera L« ち料サ -E スで' こ’热诚と巧で.す。） 

ffmoperail への巧巧 

こ规杯 S で-巧 m じイン $- ホット纪樹巧ままん 
巧 P 1 

FOM が-巧|(き:俯ブ□バイタや、なの LW こ備します。 


* mopera U/mwr 似ホめ巧巧ぶちなと1こついては,さブIユ;ィさべご苗 IS ください， 


一 <啟(呂）ホへ(が> 


*,> b 化」 


4 「接続を」に任意の接続をを入力一「モデムの選択」び 「FOMA F 883 iES 」 に 
設定されていることを確認^「電話番号」に接続巧の電話番号を半角で入力一 
じ夕へ]をクリック 



• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/: キ？ ! く > 1" 

• 「電話番号」はプ□バイダなどから提おされた情報 
を基に正しく入力して<ださい。次の文字（半角 
文字）と半角空白び使用でをます。 

01234己巨 789 A 巨 CDPT \ A / abcdptw !@$-.()+ 
*# ぶ 

• 発信者番号通知の設定については、フ□バイダな 
どから提供された各種情報に従ってくださレ。 

• 「1扫6を付加する（通知する)」を選択すると、通 
信実行時に発信者番号を通知します。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登緑してください。 


22 




































5 r 使用可能ユーザーの還択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
力-[巧へ]をクリック 


Windows Vista のとき 

「ユーザ IDJ を入力一「パスワード J を入力一[なへ]をクリック 


巧巧巧を：!ーザーの这 5R 

この巧巧がI成’きるュ-ヴ -S 拍ちしてくだ a、 

巧すべでのユーヴー 
r 自み脉 

2-刑>バの-ド i 巧 

2 —ヴの • ワ ーKS お持ちのちは入力して< だみん 


立—サの： 
似口ード： 


17 /a ワ-ドをほな巧 


一 <戻る(日）—£ ;ゎ\(が> ] —キ ■! •ン杜^」 


「ユーザ ID 」 「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、か艾字など 
にを意し、正しく入力してください。 


6 


r 設定情報」を®認して[完了]をクリック 


お宝|店巧 

この巧容でよろ U 寸れ (?：> 充7ポタンち巧してくださ U 


a 脚目 


巧ちちる 
備モ 
備る 
モデムを 
お*ろ 
を i* ♦ちの 
ほ用巧化ュ-ザー 
ユ-ヴ ID 
H ス: I— ドの(呆巧 


M げ 一! 
その化 
FOMA 


1日 6S 巧なけ•る 
すべてめユ-ヴ - 
XXXXXXX 


7おけ ’ F 対だダイ巧げ巧お月二概巧慨颗 


<戻る退）」^ 充7(む1 キドパ:化 I 


T [ OK ] をクリック 

通信を実行する一 P 23 


通信を実行ずる 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例 〉 Windows XP で実行するとを 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法一 P 6 


2 


デスクトップの接続アイコンをダブルクリック 



Windows 

XP 



Windows 

2000 



Windows 

Vista 


• 接続アイコンび表示されていない場合は、なのスタート方 
ニューからの接続方法を利用してください。 
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■ Windows XP のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリック^「ずべてのプログラム」^「アクセサリ J 一 r 通信」を順に選巧して r ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 吕〇00のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリックー接続アイコンをダプルクリック 

■ Windows 川 sta のスタートメニューか5接続ずるとき 

©(スタート）一「接続巧」を順にクリックー接続巧を選おして[接続]をクリック 

3 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一[ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利巧する場さ、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
• 設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワード」 
の保存をした場合、入力は不要です。 

• 接続完了画面び表おされた場をは [0 K ] をク U ッ 
クしてください。 


FOMA へな房 r ? l 因 



お巧 S せ- 

• F 日 MA 端末には、パケット通信を実行すると発信中画面び、日 4 K データ通信を実行すると呼出中画面が表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 



パケット通信のとさ 日 4 K データ通信のとさ 

•パソコンに表おされる通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

-通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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通信を切断する 

パソコンのブラウザを終了しただけでは切断されない場合びありまず。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 

〈例> Windows XP で通信を切断ずるとき 

] タスクトレイの巧をクリックー[切断]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

タスクトレイの恐をちクリック^「切断」を選択して切断ずる接続巧をクリック 



パケット通信の設定を最適化する<通信設定最適化> 


通信設定最適化とは、 Windows 2000. Windows XP をお使いの場合に、 F0M 冉ネットワークでパケット通 
信を行う際に TCP/IP の伝送能力を最適化するための TCP パラ六一夕設定ツールです。 FOM 冉端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この設定び必要です。 

通信設定最適化を利用してパソコンのパケット通信の設定を F0M 冉ネットワーク用に最適化する方法と、最適化 
を解除する方法について説明します。 

Windows XP での最適化の設定と解除 

Windows XP の場含は、ダイヤルアップごとに最適化できます。 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をク 
リック 


■ タスクトレイから通信設定最適化を起動ずるとき 
タスクトレイの固をクリック 
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2 


次の操作を行う 


■ システム設定が最適化されていないとさ 

① r 通信設定最適化 J 画面で[最適化を巧ラ]をクリック 



•「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 び選択 
されていることを確認します。 


感最適化ずるダイヤルアップを選おして[実行]をクリック 
感 [0 K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び実行されます。 


■ システム設定が最適化されているとき 

内容を変更する場合は設定を行って<ださい。 



■ 最適化を解除するとき 

• 64 K データ通信を行ラ場合や、 FOMA 端末ながで通信を行ラ場合に解除します。 

① r 通信設定最適化（ダイヤルアップ作成)」画面で解除ずるダイヤルアップの「最適化」欄のレを 
クリック 

• 「最適化」欄の「する」がが選択（1」）になったことを確認します。 

感[実巧]をクリック 
感 [0 K ] をクリック 


3 画面に従ってパソコンを再起動 
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Windows 2000での最適化の設定と解除 


I [スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選 
択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をクリック 


■ タスクトレイから通信設定最適化を起動ずるとき 
タスクトレイの#をクリック 



2 


次の操作を行う 


■ システム設定が最適化ごれていないとさ 
①[最適化を巧う]をクリック 



現な、 FOMA バケット府こを逝はれていません0 


K …’…一#砸じを行う一..…1 


广 FOMA HIGH-SPEED? 惦端末度信是ス3満口5) 

巧 FOMA 端末度信畏ホ泌 4kbps) 

吏巧を巧わず閉じるI 


③ [0K] をクリック 


•「FOMA 端末（受信最大 384kbps)」 び選択 
されていることを確認します。 


システム設定が最適化されているとを 

• 日 4K データ通信を巧う場合や、 FOMA 端末しソ外で通信を行ラ場さなどに解除します。 


①[最適化を辭除す别をクリック 



ット麵却厢するため、バンコン嶋™旋ぞ忌通 


•「FOMA 端末（受信最大 384kbps)」 び選択 
されていることを確認します。 


I 現な、 FOMA 端ホ用に最迪化されています。 

に:'' 民通化ち W 陆する'……3 

广. FOMA HIGH-SPEED 巧な端末度 ff 是ス 3.6Mbps〉 

巧 FOMA 端末度信吳ホ3別 kbps) 

あぞを巧わず閉じるI 


③ [0K] をクリック 
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「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
接続先 （ APN ) の設定を巧ラ 


FOMA 销ホ設ま 
巧屏モ (AP のの記定 


#ち (cid) I巧巧た(が N) 


moperanet PPPSto 


目 I 崎」ダイヤルアッブ巧巧-. I 


巧攫觀む 


3 画面に従ってパソコンを再起動 



接続巧 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 （ APN ) を設定します。 

♦操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください 。- ►PS 
♦接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 （ cid )] 〜10に設定できます。お買い上げ時、 ckJ の1には mopera 
に接続するための冉 PN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 m 叩 era . net 」 び設定! 
されています。その他のフ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜10に APN を設定します。 
♦接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 

1 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選巧して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー腊続巧 （ APN ) 設赶 
をク U ック 

■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 rFOMA PC 設定ソフト」を順に選巧して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[接続先 （ APN ) 設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

0(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[接続巧 ( APN ) 設定]を順にクリック 



2 3 
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■ 接続先 （ APN ) を追加ずるとき 
[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続巧 （ APN ) を編集-修正ずるとさ 

編集•修正ずる接続巧 ( APN ) を選択して[編集]をクリック 

■ 登録済みの接続巧 （ APN ) を削除ずるとき 

削除ずる接続先 （ APN ) を選巧して[削除]をクリック 

• 番号 （ cid ) の1と3に登録されている接続先 （ APN ) は削除できません。悄リ除]をクリックして 
F 曰 MA 端末に設定を書き込んだ場含でも、実際には削除されず元の設定に戻りまず。 

■ ファイルへ保存ずるとき 

「ファイル J をクリック^「名前を付けて保存」または「上書さ保存」をクリック 

• F 日 MA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 （ APN ) 
設定を保存するとをに利巧します。 

■ ファイルから読み込むとさ 

「ファイル J をクリックー「開く」をクリック 

• パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書を込みをしたりすると 
をに利用します。 

■ FOMA 端末か6接続巧 （ APN ) 情報を読み込むとき 

「ファイル J をクリックー 「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• F 曰 MA 端末に手動でアクセスし、登録された接続先 （ APN ) 設定を読み込みまず。 

■ FOMA 端末に接続先 ( APN ) 情報を書き込むとを 

[ FOMA 端末へ設定を書さ込む]をクリックー[はい]をクリック 

• 表おされている接続先 （ APN ) 設定び FOM 冉端末に書を込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成ずるとを 

①追加、編集した接続先 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書を込み」画面び表示されます。 

感[はし、]をクリックー [0 K ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

感 r 接続名」に任意の接続名を入力一[ユーザ ID •パスワードの設定]をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使巧でをません。また、次の記号（半角文字）は使巧でをません。 

¥/:ホ？!<> r 

• 発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提供された各種情報に従ってください。 

• 「18巨を付加する（通知する)」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 

• mopera U または mopera を利巧する場含、[ユーヴ ID ■パスワードの設定]はしなくてちかまい 
ません。その場合は操作感に進みます。 

® r 使用可能ユーザーの選択」を設定一 r ユーヴの」を入力一 r パスワード J を入力一[〇のをクリック 
Windows Vista のとき：「ユーヴの」を入力一「パスワード J を入力一 fOKJ をクリック 

• フ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場をは、「パケット通信巧ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をク U ックし、各種情報を登録後、にのをクリッ 
クして < ださい。 

感 [0 K ] をクリック^ [0 K ] をクリック 


お知らせ- 

•追加や編集をずるときは r 接続ち式」を rppp 接続」に設定してください。 「 IP 接続」を選択すると、 FOMA 端末へ設 
定を書き込めません。 

•接続先 ( APN ) 設定は F 日 MA 端ホに登録される情報のため、異なる FOMA 端モ（故障修理により交換された端まなど） 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号怕がを FOMA 端モに登録 
して < ださし、。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前のま意点」をご覧ください。一 P 已 

アンインストールを実行する前に 

タスクトレイに国が表示されている場合は、◎をちク U ックし、「終了」をク U ックして、通信設定最適化の萬 
駐を解除してくださレ。 

アンインス!ルする 

〈例> Windows XP でアンインス!ルずるとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□-ルパネル」一「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して悄リ除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「 NTTDoCoM 日 FOMAPC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「NTT DoCoM 日 FOMA PC 設定ソフト」を選択して[アンインス!ル]をクリック 



3 「FOMA PC 設定ソフトセットアップ」と表示されていることを確認して[はい] 
をク U ック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 


FOMA PC 設を y フト fe ブトアブブ 


涅巧したア巧トシ从われ巧ぺての视おを売をじ肖リ除しますが 
照欄 …… j L ぃぃがが J 


■ 最適化されている場合に辭除ずるとき 

解除ずるかどラかの確認画面で[はい]をクリック^ r 再起動の確認」画面で今ずぐ再起動ずるかど 
ラかを設定^ [完了]をクリック 

• 最適化の觸除はパソコンの再起動後に行われます。 

4 [完了]をクリック 


30 



















FOMA PC 設定ソフトを利用しないで通信の設定をする 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について説明しまず。 



X パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび赵要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている 「 A イパーターミナル」を使った設定方法を説 
明しまず 。 Windows Vista は 「 A イパーターミナル」に対応していません 。 Windows Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い）。 


接続先 （ APN ) を設定する 


接続巧 （ APN ) と登録番号 ( cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 （ cid )]〜 10に設定できます。お買い上げ時 、 cid 
の]には m 叩 era に接続するための APN 「 m 叩 era . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための冉 PN 
rmopera . net 」 び登録されていまず。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜]日 
に冉 PN を登録します。 

•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問いをわせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を F 曰 MA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（：><モ1」番号） 

APN 

相手の電話番号 


•登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

接続巧 （ APN ) を設定する 


〈例 〉 Windows XP で設定ずるとを 


パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法一 P 6 
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[スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
口□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して 「 A イパーターミナ 
ル」をクリック 

r 名制に接続巧名など任意の名前を入力^ [0 K ] をクリック 


蜡防しぃ接梯 
を前を入力し' アイコンを进んでく微、 


るおなか 


1>〇^ 


アイコン巧： 


■ I 尋急嗎嚷固!夕誠 

< >1 


J L キサンむレ 


r 接続名」になの記号（半角文字）は使巧で定ませ 
Aj 。 

¥/:*?<> I " 


r 電話を号」に実在しない電話を号（の」など）を入力^ r 接続ち法」が 
rFOMA F 883 iESJ に設定されていることを確認一 [0 K ] をクリック 


を 


宅話まちの.语ミ反を入力してください： 


国/:也巧番号を)： I 日本か） 
巿外局适必 


103 ' 


を話番号と)： 
括続方法独： 


臣 


IF 0 MA F 朗 3 iES 


立 


0 K ] I キヤン t ル 


巿が局番はパソコンの環境により異なりまず。接 
続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変 
要不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 

接続巧 （ APN ) を 「 AT + CGDCONT = く cid >，" PPP "，" く APN >"」 のお式で入 

カー回 

<cid> : 2または4〜] 0の範囲で任意の番号 
< APN > : 接続先 （APN) 

• +CGDCDNT コマンドー巧3 「AT〕 マンドの浦 

フ7ィルのお美のま示が巧情 ◎ K をのヘルプ妙 足説明」 

□ぶ ',这む因面 . コマンドを入力してち画面に表おされない場含 

-^ は、 ATE1 と入力し、回を巧します。 


AT+CGDC0NT=2."PPP" ， "ABC" 


2 


3 


4 


5 6 
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7 roKj と表示されていることを巧認して「ファイル」をクリックー 「 A イパー 
夕 一 S ナルの終了」をクリック 



g 切断の確認で「はい」をクリックーな巧の確認で「いいえ」をクリック 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にごま意ください。 

■ mopera U または mopera を利用ずる場合、「が通知」に設定すると接続でをません。 


〈例> Windows XP で設定ずるとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法一 P 6 

9 [スタート]をクリック ー 「ずべてのプ□グラム」 （Windows 20 日日の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


r 名制に接続巧名など任意の名前を入力^ [0 K ] をクリック 


巧径の gt を の囚 


巧しい巧括 

を前がけ]し、アイエ巧おんでくだミむ 
るお(雌 

[xxx 」 

アイコンの： 

曇錢吗處圖巧が! 


〕 [ キ，ンたル ( 


• r 接続名」になの記号（半角文字）は使用でさませ 
Aj 。 

¥/:*?<> I " 
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「電話番号」に実在しない電話番号 （ ro 」 など）を入力^ r 接続方法」び 
rFOMA F 883 iESJ に設定されていることを確說一 [0 K ] をクリック 

* 巿が局番はパソコンの環境により異なりまず。接 
続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変 
要不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 

発信ち番号の通知/非通知を rAT * DGPR =< n >」 のお式で入力 一回 


< n > :〇〜2 

0 :そのまま接続（お買い上げ時） 

1 :184を付けて接続（非通知） 

2 :186を付けて接続（通知） 


涼実をま示な）巧情に)_ぉさのヘルプが 
D ぷ e 塞：;む岂面 


コマンドを入力しても画面に表おされない場合 
は、 ATE 1 と入力し、回を押します。 


flT-DGPIR=0 


roK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「八イパー 
ター S ナルの終了」をクリック 


据まの表示な）ぶ 1(0 お巧の〜けが 

巧しいお杨(が 
祝り).- 
上香き巧な田） 

るおを巧けては巧边、. 




ペーつ i 旋化' 

巧風(む.. 

プ □/! ティが 

ハイパ今ミナ細系了を） A い F 4 





切斬の確認で「はい」をクリック^保巧の確認で「いいえ」をクリック 


を)00< 

を註番号の情郎を入力してください： 

国/巧域番号(なI日本を 1) ^ 

巧かち奋を)： [ 

を話番号(巳)： |〇 I 

枯椅方法(ゅ [FOMA F 明3肪 V ] 

I 0 K 」I キャンたル I 


— A イ/卜9ーミナル 


4 


5 6 


〇 
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ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186 (通知）/184 (が通知）を付けられます。 

• * * *• DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


〜 *DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネッド〜〜〜による設定 
ワークの設定（く cid >=3 の場合） 

設定なし 

非通知 

通知 

ホ 99 ホホホ 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84 ホ 99 ホホホ 3# 

非通知 

] 8巨 ホ 99 ホホホ 3# 

通知 


Windows Vis ねでダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続先を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続ちを — P 6 


2 ©(スタート）一「接続ホ」を順にクリック 

3 r 接続またはネットワークをセットアップします」をクリック 



4 


r ダイヤルアップ接続をセットアップしまず」を還択して「次へ」をクリック 



なやネザトつ-。にお！ 

宙宙3ブシ9ン记115しま7 


T-o-1i 田巧 


f .-. つイでレスネットつーウに手>で a« レま T 

— ,巧 S 示田ス . I■'つーウじが.また1巧— .1 ■、つイ P レスブこ7—イ s‘- ■まます， 


* つイ1»レスアド巧ッウ（コンピュータ坦互)ネットつークを黄正しまず 

*• 7つ- • つイ --s-gir NBssjmrsc め二ご卜つ-ブ。壬 t . 


居^^心山ふ.ぶ.' 姑 I 


み 


cm に m します 

■g ハ’【#イで,レ7ップ？ C » VCN 它トァヴプし？7. 




■ 「どのモデムを使いまずか？」画面が表示されたとを 
rF 0 MAF 8 S 3 iE 引をクリック 
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5 


©(スタート）一「接続ホ」を順にクリック 

作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 

[を般]タブのさ項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインスIルされている場合は、「接続のち法」の「モデムー FOMA F883iES(COMx)J 
のみを還択しまず（ X は A ’ ソコンの環境により、異なった数字び表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」を非還択（厂）にします。 


r ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 
「*99* * *< cid >#」） を半角で入力一「ユーザー名」を入力一 r パスワード」 
を入力一 r 接続名」を入力して[接続]をクリック 

< cid > : P 31 r 接続先 ( APN ) を設定する」で登歸した cid 番号 

• m 叩 era U または mopera へ接続する場合'は次の 
よラに入力しまず。 


• 接続先び mopera U または mopera の場合'、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でわかまいません。 
• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使巧で定ませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 
¥/: キ ？<> I 


A 接続中の画面で[スキップ]をクリック 

W . ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 

7 「インターネット接続テストに失敗しました」画面で[接続をセットアップしま 
" ず]をクリック 

Q [閉じる]をクリック 
TCP / IP 7 a トコルを設定する 


接続先 

パケッ ト 通信 

色 4K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 



12 3 
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4 


[ネットワーク]タブをクリックー各項目を画面例のように設定 

• 「インターネットフ□トコルバージョン6 ( TCP / 
IPv 6)」を非選択 （I ') にします。 

• プ□バイダなどから IPfe よび DNS 情報の設定び 
指示されている場をは、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し口口 
パティ]をク U ックして、各種情報を設定してく 
ださレ。 

• フ□バイダなどから 「 QoS パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示びある場を 
は、必要に応じて選択、非選択を設定してくださ 
い。 


[オプション]タブをクリック^ [ PPP 設定]をクリック 
ずべての 項目を非選択（厂）に設定一 [0 K ] をクリック 



[0 K ] をク U ック 

通信を実行する^ P 23 



5 6 
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LAN また凸亩法イン々ーネ >»• 


盤 

卜般四， 


r 新しい接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットに接続ずる」を還択して[なへ]をクリック 


r 接続を手動でセットアップずる」を還択して[巧へ]をクリック 


むトネ，卜押厮ゎトァ，プすが f ぉしてぃます。 I 

イン S - ネットに巧巧巧し》すが 

〇イントネかサイスブ 0" イ5旧 P ) の一 S ホら a 巧する(り 

ス^訓 P 顺巧猶 です。 が 
〇臣 P 0ら S なされを C 0 ち皮用3る吃） 


[<* る ( 巧化；两〉 ） I 材 • ンむ ! ■ I 


Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続巧を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続ち法 — P 6 

9 [スタ-卜]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
を順に還択して「ネットワーク接続」をクリック 

3 「ネットワークタスク」の r 新しい接続を作成ずる」をクリック 


1、♦クトワーウ巧运 

r - に 1 两 1 

-乃イルの 《«<£) 表示の6扣: A 0 W ツ-ルの路■团定御 * ルフ 

がみ1 

: f **-，. • 〇 • t PttS c WW 邸 i T ドレス ( O * 本! 

1巧-パ。触1 




4 5 


6 
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r ダイヤルアップモデムを使用して接続ずる」を選択して[巧へ]をクリック 


■ 「デバイスの選択」画面が表示されたとを 

「モデム - FOMA F 883 iES ( COMx ) J のみを選択して[次へ]をクリック 



• X はパソコンの環境により、異なった数字び表おさ 
れます。 


nsp 名」に任意の接続名を入力^ [次へ]をクリック 



• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用でさませ 
ん。また、なの記号(半角文宇）は使巧でをません。 

¥/:*?<> I " 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「*99***く cid > 
# J ) を半角で入力一[次へ]をクリック 

< cid > : P 31 r 接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合•はなの 
よラに入力しまず。 


接続先 

パケッ ト 通信 

色 4 K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
カー各項目を画面例のよラにずべて還択して[次へ]をクリック 



• 接続先び mopera U または mopera の場を、「ユー 
ザー名」「パスワー问「パスワードの確認入力」 
は空欄でちかまいません。 


r 新しい接続ウイザードの完了」画面で[完了]をクリック 
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12 「 FOMA へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル]をクリック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 


TCP / IP 7 a トコルを設定する 


I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク U ック 



2 [全般]タブの各項目の設定を確誌 



• 複数のモデムびインス! -- ルされている場合は、 r 接 
続方効の「モデム - FOMA F 883 ES に OMx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

• r ダイヤル情報を使う」を非選択 （I ) にします。 


3 [ネットワーク]タブをクリックー各項目を画面例のように設定 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄の「日が 
パケットスケジューラ」は設定を変更でをません 
ので、そのままにしてください。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットフ□卜 
コル （ TCP / IP ) 」を選択し[プ□パティ]をク 
U ックして、各種情報を設定してください。 


4 [設定]をクリック 
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, 乃イルの頂をを巧を姐8新こ入0迫）ツ-ルの齡齡定(が〜け牡 
’ r をる -' づ-主！ななを■^ス^)げ J & 0こグ。’迹 • 


アドレス⑩I曲ネリトワ-化タイわレアタブ按得 


し广が ' _ ( 

fc . 化 HB なが田 

ネットワ-クとタイヤルアリブ mmmm 
侵括 


图を 


新しい巧运のけぶ 


. 、巧資ちけ巧して、 
㈱まかの了バビューかん. 
化スで.巧よタブぶます • 


泡ウイヴ-ドを巧た、 
S して' このコンむ-夕 
ータクネウトワーウヘア 


■ 「所在地情報 J 画面が表示されたとさ 

① r 市が局ま/エリアコード」に市が局番を入力一 [0 K ] をクリック 
感 r 電話とモデムのオプション」画面で [0 K ] をクリック 

「ネットワークの接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットにダイヤルアップ接続ずる」を選択して[巧へ]をクリック 


け必•はに巧说抵 10) 本）巧-ゥ》巧*け巧で#ます。 


ッムまだ J 反 DN) がまって巧 
で イン S こわ Hi の f 号♦夕づ#11ホ6略 

naia 巧テけな J BDW おわてイントわ卜08巧けす。 
r イシターネ9卜 gffl でブライ <— トネかワークじ UWSiW ) 

旧巧乃パ-卜わのづ CVPN ) 巧ちをな巧するか,まを a イ >5-ネかむンネルして巧 gu * も 
ち倍月!居ち S け行ける化> 

モ巧回な.イシ5-本ブト，巧なウ-九脚《旅ゥて*ホの: D む-如 AC < m / わ-旅浑巧 
巧をよがしまん 

ejM )〕 ンピ1一化苗苗«8する (0 
シリアル.パラレルま . 


いほ靴が佩ボ-巧ほゥて做!けす， 


5 ずべての項目を非選択 (□) に設定一 [0 K ] をクリック 


6 


Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続巧を設定する 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド6 

2 [スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー[新しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 



[ OK ] をクリック 

通信を実行する一 P23 


3 4 
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r インターネット接続を手動で設定するか、または□-カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず」を還択して[巧へ]をクリック 



r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を還巧して[巧へ] 
をク U ック 



■ r モデムの選択 J 画面び表示されたとを 

FFOMA F 883 iESJ を還巧して[々へ]をクリック 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***< cid > 
#」）を半角で入力一[詳細設定]をクリック 

< cid > : P 31 r 接続化 ( APN ) を設定する」で登録した cid ま号 



• mopera U または mopera へ接続ずる場合は;夕の 
よ3に入力します。 


接続先 

パケッ ト 通信 

色 4 K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 


• 「市が局番とダイヤル情報を使ラ」を非選お（广） 
にします。 
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[接続]タブの各項目を画面例のように設定 



[アドレス]タブをクリック^を項目を設定 



• プ□パイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、各種情報を設定してくだ 
さい。 

• 接続先び mopera U または mopera の場台は、設 
定を変更しなくてをかまいません。 


[0 K ] をクリック 
[次へ]をクリック 

r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一[巧へ]をクリック 



ステ,ブ2;イントわ卜巧ヴ _/MD □ヴオン 


写；が煎解:,苗-ザ蓮;-獅避議彻概^^^^^ 

トトる(のI- 

バスロ-ドの I- 


<ぉ(日 ） J 々へ(出> ] *む叫 I 


• 接続先び mopera U または mopera の場を、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
じ欠へ]をク U ックし、入力されてレないことを確 
認する画面び表示されたら、[はい]をクリックし 
ます。 


43 














































13 「接続名」に任意の接続名を入力一[巧へ]をクリック 

• 「接続名」の化頭に.(半角文字）は使用でをません。 


14 「いいえ」を還択して[次へ]をクリック 



15 [完了]をクリック 



TCP / IP 7 a トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを還択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク U ック 
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2 


[を般]タブのさ項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインス! -- ルされている場合は、 r 接 
続の方法」の r モデムー FOMA F 扫 83ES (COMx)j 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

• モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目び 
初期化されますので、ちラー度接続先電話番号を 
入力して < ださい。 

• 「ダイヤル情報を使う」をが選択 （I ) にします。 


3 [ネットワーク]タブをクリックー各項目を画面例のように設定 



4 [設定]をクリックーずベての項目を非選択 （ r ) に設定一 [ 0K ] をクリック 



5 [0 K ] をクリック 

通信を実行する^ P 23 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の备機能を設定ずるためのコマンド（命を）でず。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ6に J 広張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
まず。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力お式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 

〈例> ATD コマンドで mopera U に接続ずるとき 
ATD ホ 日 9 來來ホ 3#0 

I U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続<パラメータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、「冉下」を含む最大] 60文字入力でさます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをター S ナルモードにしてください。ター S ナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター S ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

•オフラインモード 

F 日 MA 端末び待受の状態でず。通常 AT コマンドで F 0 M 冉端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンライン データモード 

FOMA 端末び通信中の状態でず。この状態のとをに冉 T コマンドを入力すると、送られてをた文字をそのまま 
通信先にち信して、通信先のモデムを誤動作させる場をびありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで F 0 M 冉端末を操作でをる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実^子し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとを 

F 曰 MA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り誓えるには、次の方まびありま 
す。 

• +十卡コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 ATSD 1」 に設定されているときに、 RS - 吕 32 C ※の EFM 言号を OFF にしまず。 

义 US 目インタフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレートされていますので、通信アプ U ケーシヨ 
ンによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り曽えるには、「冉下〇回」と入力します。 
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• F 0 MAF 883 ES (モデム）で使用でをる AT コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してち「\」と表おされる場合びあります。 

• F 日 MA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段： 実行例 

説明 

冉/ 

直前に実巧したコマンドを再実巧しまず。 

直刖の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返しまず。 

冉/ 

0 K 

AT 

冉/、 +++ W 外のコマンドの先頭にがけて、本一覧のコマンドを使用しまず。本コマンドのみで 
使用寸ると、 FOMA 端末が冉 T コマンドを使用できる状態のときし rOK 」 を返しまず。 

AT 回 

OK 

冉 T 冉 

ミ Vtv 卜着信および 64 K データ通信の着信時に乂力寸ると、着信処理を巧いまず。 

ノ t ケット着信中しは次のコマンドが入力できまず。 

冉 T 冉184 :発信ち番号通がなし着信動作 ATA 186 :発信を番号通があ U 着信動作 

RIN 6 

ATA 回 

CONNECT 

冉 TD 

ATD * 目9ホホ *< cid ># :パケット通信の発信処理を巧いまず。 

< cid > またはキ * *< cid > を爸略ずると < cicl > 二1しなリまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]:目 4 K データ通信の鶏信処理を巧いまず。 

電話番号に次の义字 W 外を入力すると発信できません。 

〇〜9、 *' #、 A 、 a 、 B 、 b 、 C、C 

また、ホので字と空白は入力できまずが、ダイヤル時には詔請されません。 

,，し-、@、 D 、 d 、 P 、 D 、 T 、 t , W , W 

ATD の後に186または184を挿入し，発信を番号の通巧/非通巧を指定できまず。 

冉 TDN または冉 TDL でリダイわル発信ができまず。 

ATD キ9目ホホホ1#0 
CONNECT 460800 

冉 TE く n > み1 

パソコンから送信されたコマンドに巧して、 F 日 M 冉端末がエコーを返ずかどうかを設定しまず。 
n 二日：エコーバックなし n 二1:エコーバックあリ（お貢い上げ時） 

通常は ri =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n =0 に設定ずるとで字が二重に 
表示されな < なリまず。 

ATE 1 回 

0 K 

冉 TH 

通信中に入力ずると、回線を切断しまず。 

オンフインコマンドモードで実行してください。一 P 4 色 

ATH 回 

N 0 C 冉 R 网 ER 

ATI < n > 

確認コードを表示しまず。 

n 二日 ： 「NTT DoCoMo 」 n 二1: F 日 M 冉端末の磯種をを表 

n 二2 : F 日 M 冉端末のバージョンを表示 n 二3 : ACMP 信号の要素を表示 

n 二4 : FOMA 端末で通信可能な概能の詳細を数信で表示 

ATI 0 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻しまず。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n > み 1 

リザルトコードを表示寸るかどラかを設走しまず。 
n 二日：表71^ (お買い上げ時） n 二1:表; F しない 
冉 TQ 1 を実行した場合は roK 」 を返しません。 

AT 日日回 

OK 

ATS 0= く か 

FOMA 端末が自動着信ずるまでの巧化回数を設定しまず。 

n 二0 :自動着信なし （ お買い上げ時） n 二1〜2日5 :指定したリング数で自動着信 

冉 TSO ? :現在の語走を表示 

ATS 0=0 巨] 

OK 

冉 TS 2 二く n > 

エスケープキャラクタの設走を行いまず。 

n =0~127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になりまず。 

冉 TS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3 二く n > 

コマンドで字列の最後を認識ずる復帰 （ CR ) キャラクタの設定を巧いまず。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に巧きまず。 
n =13 個定値） 

冉 TS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3 二13 0 

OK 

ATS 4 二く n > 

改行 CL 円キャラク女の設をを行いまず。巧で字でリザルトコードを表示ずる塌を、復掃 CCR ) 
キャフクタの後し巧きます。 
n =10 (固定値） 

冉 TS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4 二 1 日巨] 

OK 
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上段： コマンド 下段：実行例 

説明 

ATS 5 二く n > 

バックスぺース CBS ) キャラクタの設走を巧いまず。コマンド人力中にこのキャラクタを横化 
すると、入カバッファの最後のキャフクタを削除しまず。 
n =8 (固定值） 

冉 TS 5? :現在の設走を表示 

冉 TS 日二8回 

0 K 

冉 TS 6 二く n > 

ダイ中ル寸るまでのポープ骑聞け少）を設定できまずが、動作しません。 
n 二： 2〜10 (お買い上げ時 n 二 5) 

冉 TS 日？：現在の設定を表示 

ATS 目=日回 

0 K 

ATS 8 二く n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ骑聞 C 秒）を設定できまずが、動作しません。 
n 二日〜255個走値 n 二 3) 

冉 TS 8? :現在の設走を表示 

ATS 8=3 巨] 

OK 

ATS 10二く n > み1 

自動切断の遅延時聞 CI / IO 秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =1 〜巧5 (お買い上げ時 n =1) 

冉 TS 10? :現在の設定を表示 

冉 TS 1 日二1回 

0 K 

ATS 30 二く n > 

64 K デー女通信時、データの送受信がない場合に切断ずるまでの時闇！;分）を設定しまず。 
n =0 〜255 :(お買い上げ骑 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

冉 TS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30 二日巨] 

0 K 

冉 TS 1 日3二 < n > 

64 K デー女通信で、着サブアドレスをせけて誇信ずる場をの区切りを設定しまず。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ持） n =2 : ¥または\ 

冉 TS 103? :現在の設をを表示 

冉 TS 1 日3二1回 

0 K 

ATS 104=く n > 

64 K デー女通信で、発サブアドレスをせけて駕信ずる場合の区切りを設定しまず。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

冉 TS 104? :現在の設定を表示 

ATS 104 二1回 

0 K 

ATV く n > み1 

リザルトコードの表示方法を設走しまず。 

n =0 :数字表71^ n =1 :英义字表71^ (お買い上げ時） 

冉 TV 0 を実行した場合は、同一巧に「0」を返しまず。 

ATV 1 回 

0 K 

ATX < n > 

ビジートーン、ダイヤルトーンの模化を行うかどうかと1接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
W ずるかどうかを設定します。 

ビジートーンお出：接輪先が通話中のとき 「 BUSY 」 応皆を送出 

ダイヤルトーンお出： FOMA 端ホに接続されているかどうかを判定 

n =0 :ビジートーンお出なし，ダイヤルトーンお出なし，速度表示なし 

n 二1:ビジー!ン横化なし，ダイヤルトーン横化なし.速度表おあり 

n 二2 ；ビジートーン横化なし，ダイヤルトーン横化あり.速度表おあり 

n =3 :ビジートーン検出あり，ダイヤルトーンお出なし，速度表をあり 

n 二4:ビジー!ン横化あり.ダイヤルトーン横化あり1速度表おあり C お買い上げ時） 

n 二0に設定ずると，冉 T & E および AT ¥ V コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

0 K 

冉 TZ *3 

F 0 M 冉端末の冉 T コマンド設をを不揮発メモリの内容にリセットしまず。 

通信中に実行寸ると、回線を切断 CriMOC 冉 RR 忙 R 」 を表 zrO してか6リセットしまず。 

ATZ 囚 

0 K (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT % V 0 

Verl.OO 

OK 

冉 T&C く n > み 1 

DTE への回路 CD CDCD ) 信号の動作を件を設ちしまず。 

n =0 :常し ON n =1 :回線接続状態し従い変化（お買い上げ持） 

n 二日に設定ずる場合は，接続完了骑の 「 CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を ON じしまず。 
回路が切断され、 「 NOCARWER 」 を送出ずる直前に CD 信号を日 FF にしまず。 

ATSC 1 回 

OK 

ATSD < n > 

オンラインデークモードのときに、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON から OFF に蛮 
わったときの動作を設定しまず。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなす） 

n = l : ON か 60 FF じ変わるとオンラインコマンド モー ドに移行 
n 二2 : ON から日 FF に蛮わると回攝を切断しオフラインモードに移行 C お買い上げ時） 

AT & D 2 囚 

OK 

AT & E < n > 

接編時の速度表示化様を設定しまず。 
n =0 :無線区間通信速度を表 

n 二1:パソコンと FOMA 端ホ圍の通信速度を表示 C お買い上げ時） 

AT & E 1 回 

OK 

ATSF 

F 0 M 冉端末の AT コマンド設定をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

通信中し実わずると、回線を切断 （「NO CAR 网 ER 」 を表してか6民しまず。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段： コマンド 下段；実行例 

説明 

AT & S く n > み1 

DTE へ出力寸るデータセットレディ CDR ) 信号の制御を設走しまず。 
n 二0 :常し ON C お買い上げ骑） n 二1:接細時し ON 

冉 T & S 日回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端ホに記饋しまず。 

A 下 SW 回 

0 K 

冉 T ホ DANTE 

FOMA 端末のを信レペルを r * DANTE : < n > J のお式で表示しまず。 
n 二0 :圏ホ n 二1: FOM 冉端末のを信レベルのアン了ナが〇または1本 

n 二2 ； FOMA 端末の受信レペルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 
冉 T * D 冉 NTE 二？：表示可能な值のリストを表示 

AT ホ D 冉 NTEg 
ホ DANTE :3 

0 K 

AT ホ DGANSM 二 < n > 

ノ、 n ケット着信呼に対ずる着信お否/許巧を設定しまず。 
n =0 :着信拒否設定 OFF , 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

冉 T * De 冉 NSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSiVI 二？：詰を可能な值のリストを表示 

AT ホ DGANSM 二日回 

0 K 

AT * D 6 APL =< n >[,< cid >] 

み2 

パケット着信呼に対して着信を許可ずる接続先（冉 PN ) を設定しまず。冉 PN は + CeDC 日 NT コ 
マンドで定義したく cid > を使巧します。 

n 二日；着信許司■リストに追祀 n 二1:着信許可リストか b 削除 

< cicl 〉 を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追がまたは削除しまず。 

く cicl > を省略した場合は、ずべての < cicl > をリストに追がまたは削除しまず。 

冉 T * D 日 APL ? :現在の設をを表示 AT * D 日冉 PL 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DGAPL 二日，1回 

0 K 

AT ホ DGARL 二く n >[， く ckJ >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信をお否ずる接続先 CAPN ) を設をしまず。冉 PN は + CeDC 日 NT コ 
マンドで定義したく cid > を巧巧します。 

n =0 :着信拒否リストし追祀 n =1 :着信拒否リストか b 削除 

< cicl 〉 を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追がまたは削除しまず。 

く cicl > を省略した場合は、ずぺての < cicl > をリストに追がまたは削除します。 

冉 T * D 日 ARL ? :現在の設走を表示 AT * D 日冉 RL 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT キ DGARL 二日，1回 

0 K 

冉 T ホ DG 円 R 二 < n > み2 

パケット通信確立時に、発信者番号を通知ずるかどラかを設走しまず。発信骑、着信時に有効 
でず。 

n =0 : APN じそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を侦寸て接続 

n 二2 : APN に186をがけて接編 

ダイヤルアップネットワークでも通巧/非通巧を設定した場合^ド35 
冉 T * D 日 P 旧？：現在の設をを表示 冉 T ^ DGPIR 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DGP 旧二日回 

0 K 

AT ホ DRPW 

FOMA 端末が受信ずる電波の受信電力指標を表示しまず。 

冉 T * DRPW 二？：表 7 F 可能な值のリストを表 W 

冉 T ホ DRPWg 

ホ DRPW : 0 

0 K 

AT + C 冉 0 C 

直前通話料金を表示しまず。 

AT + C 冉 0 C 回 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT + C 巨 C 

FOM 冉端末の電弛残量を 「+ C 巨 C : く bcs >.< bc に」のおまで表示しまず。 

bcs =0 :電池パックから電源の供給あリ bcs =1 :電池パックから電源の供給なし 

bcs 二2 :電池パックが取リ外されている bcs 二3 :電源供給エラー 

bcl 二0 :電池残量なしまたは電池パックが取り外されている bci 二1〜1日日：電池残量あり 

冉 T + CBC 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 C 回 
十 CBC : 0,100 

OK 

AT+C 巨 ST 二く n >，1.0 み 1 

利用寸る回線を設走しまず C ペアラサービスの設走)。 
n 二11目；目 4 K デーク通信 C お買い上げ時） n 二131: 32 K 了レビ電話 

n 二134 : 64 K テレビ電話 冉 T + C 巨 ST ? :現在の設定を表示 

冉 T + CBST 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T + C 巨 ST 二 1 16丄0回 

OK 

冉 T+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しまず。 

切断理由一覧^ド52 

AT+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT が 

パケット通信の接輔先 CAPN ) を設定しまず。 - P 53 

一 P 53 

AT+CGEQMIN が 

ノケット通信確立時にネットワーク側から通知される曰 oS (サービス患質）を許容寸るがどう 
かの判定基準を設定しまず。 - P 53 

一 P 53 
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上段： コマンド 下段；実行例 

説明 

AT+CGEQREQ 料 

ノケット通信の鶏信骑にネットワークへ要求寸る QoS (サービス扇質）を設をしまず。 ^ P 54 

一 P 54 

冉 T+CGfVIR 

FOMA 端末のパージョンを表示しまず。 

冉 T + CGMR 回 
1234567890123456 

OK 

冉 T+CGREG 二 < n > み 1 

ネットワーク登録が態を通おずるかどうかを設定しま寸。通がされる内容は圏内/圏化でず。 
n =0 :通巧なし（お買い上げ時） 

n 二1:圏内か6圏みまたは圏ホか6圏内へ移動時 「+CeREe : < stat > J の形式で通巧] 
stat =0 :圏か stat =1 :圏巧 stat =4 :不日月 

冉 T + CGREG ? : r+CGRE6 : < n >,< stat > J の形式で現在の設定と状態を表示 
冉 T + CGREG 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT + CGREG 二日回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端ホの製造番号を表おしまず。 

AT+CGSN 回 

12%郎78目日1234己 

OK 

AT+CLIP 二 < n > 削 

目 4 K デーク通信の着信時に1相手の駕信番号をパソコンに表示ずるかどラかを設定しまず。 

n =0 :リザルトを表术しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表术サる 

冉 T + CUP ? : r+CLIP : < n >,< m > J のお式で現在の設をと状態を表示 

m 二0 :発信時に巧手に番号を通知しない NW 設定 

m =1 : 発信時に巧手に番号を通知ずる NW 設定 m =2 :不明 

冉 T + CUP 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CUP 二日回 

OK 

AT+CUR 二 < n > 

目 4 K データ通信の発信時に1電話番号を相手に通がずるかどラかを設定しまず。 
n 二0 :サービスご契約の設定に従う n 二1:通おしない 

n =2 :通な]する（お買い上げ時） 

冉 T + CUR ? : r+CLIR : < n >,< m >」 のお式で現在の設定とが態を表示 
m = 日： CUR は未起動（常時通巧） m 二1: CUR は起動（常時非通知） 

m =2 :不明 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通知デフォルト） 

m =4 : CUR テンポラリーモード（通な!デフォルト） 

冉 T + CUR 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CUR 二2回 

OK 

AT+CMEE 二く n > み 1 

FOM 冉端末のエラーレポートの有無を設定しまず。 
n 二日：リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表术 C お買い上げ時） 
n =1 :リザルトコードを使用し，数字で理をを表示 
n 二2:リザルトコードを使用し，葵で字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定寸ると ， 「+CME ERROR : xxxx 」 のお式で理由を表示しま寸 （ xxxx に 
は、数字または英文字が表示されまず)。 - P 52 「エラーレポートー覧」 

冉 T + CMEE ? :現在の設走を表示 冉 T + CMEE 二？：設を可能な値のリストを表示 

AT+CMEE 二〇囚 

0 K 

冉 T+CWUM 

FOM 冉端末の自局電話番号を 「+CNUM :，"く number 〉". ク ype >」 のお式で表示しまず。 

number :自局電話番号 

type 二129:国隙アクセスコード+を含まない 

type 二14日：国隙アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 回 

十 CNUM : ."09日 XXXXXXXX ", 

129 

OK 

AT + COPS =< n >,2,< ODer > 

《2 

接続する通信事業をの横索方法を詰走しまず。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n 二1し設定した場合は， < 0Der > し PLMN Number を16進数で語をしまず。 

冉 T + C 日 PS ? :現在の設走を表示 冉 T + C 日 PS 二？：設を可能な値のリストを表示 

AT + COPS 二日 0 

OK 

冉 T+CPAS 

FOM 冉端末がみ部概器に冉 T コマンドを送受信できる状態かどうかを 「+ CPAS :< n >」 のお式 
で表のします。 

n 二0 :可能 n 二1:不可能 n 二2 :巧態不明 n 二3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信や 

冉 T + CPAS 二？：表示可能な信のリストを表示 

冉 T + CP 冉 S 0 
+ CPAS : 0 

OK 

AT+C 円 N 二" <pin>'', 
"<newpm>" 

円 M 1/ PIN 2 コードや PIN □ック韶除〕ードの入力が'必要な場合に、これ6を入力しまず 。 PIN 
□ック解除〕ードの人力が'必要な場合は、く newpin > に新しい円 N 1/ PIN 2〕ー ドを入力しま 
ず。円 N 1/ PIM 2〕ー ドの入力が要求されているときにく newpin > を人力しても、円 N 1/ PIN 2 
コードの変更はできません。 

冉 T + C 円 N ? :現在の要求されている〕ードを 「+CPIN : < n > J のお式で表示 
n 二 RE 冉 DY :コード入力の要求なし n 二 SIM 円 N : PIN 1 コード人力待ち 

n = SIM 円 N 2 : PIN 2 コード入力待ち 

n 二 SIM PUK : PIN 1 □ック解除失敗により PIN ロック辭除コード入力待ち 
n 二 SIM PUK 2 :円 N 2□ック辑除失敗により PIN □ック解除コード入力待ち 

冉 T+C 円 N 二"日 0 日日"囚 

OK 
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上段： コマンド 下段；実行例 

説明 

AT + CR 二く n > み1 

接続骑に 「 CONNECT 」 が表示される前に，通信の種別を表示寸るかどうかを詰走しまず。 
n 二0 :表71^しない（お買い上げ時） n 二1: r+CR : < serv>J のお或で通信の種別を表 

serv 二 GPRS : パケッ ト通信 serv 二 SYNC :目 4 K データ通信 

serv = AV 64 K : 64 K テレビ電話 serv = AV 32 K : 32 K テレビ電話 

冉 T + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + CR 二日回 

0 K 

AT+CRC 二 < n > 

着信時に + CRII \] e のリザルトコードを使用ずるかどうかを設定しまず。 

n 二0 :使用しない（お買い上げ時） 

n=l : r+CRING : < tyDe>J のリザルト〕ードを使用する 

type 二 GPRS TPP ",.；< APN >" :パケット通信 type 二 SYNC :目 4 K デー女适信 

type 二 / W 日 4 K :色 4 K テレビ電話 type 二冉 V 32 K : 32 K テレビ電話 

冉 T + CRC ? :現在の設をを表示 冉 T + CRC 二？：詰を可能な値のリストを表示 

AT + CRC =0 回 

OK 

AT + CREG 二く n > み 1 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示ずるかどうかを設定しまず。 
n =0 :通がなし（お買い上げ持） 

n 二1:圏内から圏外または圏かか6圏内へ移動時 「+CREe : < stat>J のお式で通が 
stat 二日：圏外 stat 二1:圏内 stat 二4 :不明 

AT + CREG ? : r + CRE 6 : く ri > .く s ほ t >」 のお式で現在の設定と状態を表示 
冉 T + CREG 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CREG 二日回 

OK 

AT + CUSD 二く n > ，"く str >|’ 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）の問い合わせや設定を巧いまず。く str > に 

は、ドコモから通巧されたサービスコードを入力しまず。 

n 二0 :中間リザルトを応普しない（お買い上げ時） 

n=l :中間リザルトを「十 CUSD : < m >. "< str >",0 J のお式で応答する 

m 二0 :情報の要求なし m 二1:情報の要求あり 

冉 T + CUSD ? :現在の設をを表示 冉 T + CUSD 二？：設を可能な値のリストを表示 

冉 T+CUSD 二日，" 0 に34567 8" 
回 

0 K 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端末がサポートずる通信種別を設定しまず。 
n =0 :デークのみサポート（お買い上げ骑） 

冉 T + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + FCLASS 二日巨] 

OK 

冉 T + ec 冉 P 

FOMA 端末でサポートしている冉 T コマンドの範囲を 「+ eCAP : く n >」 のお式で表示しまず。 
n =+ C 6 SM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n 二 + FCL 冉 SS : + FCLASS 〕 マンドをサポート n 二 +W : + W 〕 マンドをサポート 

AT + GC 冉 P 回 

+ eC 冉 P : + CeSM .+ FCLASS , 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカちを表示しまず。 

AT+GMI 0 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の概種名を表示しまず。 

AT+GMM 囚 

FOMA F 883 iES 

OK 

冉 T+GMR 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT+GMR 0 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC 二 < n ， m > 

パソコンと F 0 M 冉端ホ聞の□—カルフ □一 制御ち式を設定しまず。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フ□-制御を行わない 1: XON / XOFF フ□-制御を巧う 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を行う（お買い上げ時） 

冉 T +1 FC ? :現在の設定を表示 AT + IFC 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT+IFC 二 2.2 回 

OK 

AT + WS 46 二く n > 則 

発信時に使用ずる無線ネットワークを設定しまず。発信に影響は与えません。 
n =22 : FOMA ネットワーク（固定値） 

冉 T + WS 46? :現在の語走を表示 冉 T + WS 4 目二？：設を可能な値のリストを表示 

AT + WS 4 目 二 22 回 

OK 

冉 T¥S 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

AT¥S 回 

El Q 0 V 1 X 4& C 1 & D 2& S 0 
■ • • 冲略）’ • -5104=001 
OK 

AT ¥ V < n > み1 

接続日きの応答コード仕様を設定しまず。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n 二1:拡張リザルトコードを使用ずる 

AT ¥ VO 0 

OK 
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上段： コマンド 下段：実行例 

説明 

+++ 

通信中に入力寸ると、オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移行しまず。 
エスケープガード区園は1砂の固を値でず。 

+++C 非表示） 

0K 


《1 & W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 SF および Z コマンドによるリセ ッ トは行われません。 

《3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN び存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 巨 4K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたび、指定時間巧に応答がありません。 

19 

相手側を呼出しましたび応答びあ 0 ません。 

21 

ネ目手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

65 

提供されてレないの理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 



数字表示 

巧字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセツトされていません。 

1 己 

SIM wrong 

ドコモし U がの SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマンドの 補足説明 


■ コマンドち： + CGDCONT = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 

-書式 

+ CGDCONT 二 [< cid > [." PPP " [；< APN >"]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > :1〜10 
< APN > :任意 

※く cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN) を管理する番号です。 FOM 冉端 
末では「1 〜 10」び登録できます。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN fmopera . ne.jpj 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era . net 」 び登録されています。 

< APN >は接続先をおす接続ごとの任意の文字列です。 

• 実行例 

fabcj といラ APN 名を登録する場合のコマンド C < cid > 二2の場台） 

冉 T + 巳 GDC 日 NT 二2，|’ PPP "，" ab 巳"回 
OK 

• パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDCONT 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDC 曰 NT 二 < cid > :指定した < cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

冉 T + 巳 GDCONT ? :現在の設定を表示します。 

冉 T + 巳 GDCONT 二？； 設定可能な値の U ストを表示します。 

■コマンドち： + CGEQMIN = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される曰 DS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基 
準を設定します。 

• 書式 

冉 T + 巳 GEQMIN 二 [< cid > [，，く Maximum bitrate UL > [,<Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 1 日 

< Maximum bitrate UL > ..なし (お買い上げ時）または64 
< Maximum bitrate DL > :なし（お買い上げ時）または384 

※く cid > は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理ずる番号です。 F 曰 M 冉端 
末では「1〜10」び登録できます。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN fmopera . ne.jpj 
が、3には m 叩 era U に接続するための冉 PN 「 m 叩 era . net 」 が登録されています。 

< Maximum bitrate UL > および 〈Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （ kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「64」および「384」を設定した場合、これらの速度 UTF の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 

• 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場含のコマンド （< cid >二2の攝合） 

AT + C 日 E 日 MIN 二2回 

0 K 

(2) 上り 64 kbps 、 下り 384 kb | DS の速度のみ許容する場をのコマンド〔く cid > 二4の場合） 

AT + C 白 E 曰 MIN 二4.，目4,384回 

0 K 

(3) 上り 64 kbps 、 下りすベての速度のみ許容する場合の〕マンド（く cid > 二日の場合） 

AT + C 日 E 日 MIN 二日.，目4回 

OK 

(4) 上りすベての速度、下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （< cid > 二目の場合） 

AT + C 日 E 日 MIN 二6,，，384回 

0 K 
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• パラメータを 省略した場合の動作 

冉 T + 巳 GE 日 K / IIN 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQVllN =< cid > :指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQV 1 IN ? :現在の設定を表おします。 

AT + CGE 日 V 1 IN 二？：設定可能な値の U ストを表示します。 

■ コマンドち： +CGEQREQ= [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要まする日 oS (サービス品質）を設定しまず。 

-書式 

AT + CGEQREQ 二 [< cid >] 

• パラメータ 説明 

上り 64 kbps 、 下り 384 kbps の速度で接続を要巧するコマンドのみ設定できまず。各く cid > にはその内容 
びお買い上げ時に設定されています。 

< cid > :1〜1日 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOM 冉端 
未では「1〜10」び登録できます。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN fmopera . ne.jpj 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN 「 m 叩 era . net 」 び登録されています。 

• 実行例 

(< cid > 二3の場含） 

AT + CGEQREQ 二3回 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 

冉 T + 巳 GE 日 RE 日二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 RE 曰二 < cid > :指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表おします。 

冉 T + 巳 GE 日 RE 曰二？：設定可能な値の U ストを表おしまず。 




• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二日の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されます。 ^ P 48 


■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信が来ていまず。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO Dl 冉 LTONE 

ダイヤルトーンの検出がでさません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネッ ト ワークび規制中です（通信ネットワークび混雑しています。し 
ばら < たってから接続し直して < ださい)。 

101 

DELAYED 

1」ダイヤル発信規制中です。 
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■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパ ソコ ン間の接続速度 

5 

CONNECT 120 日 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600bps 

15 

CONNECT 14400 

14400bps 

16 

CONNECT 19200 

19200bps 

17 

CONNECT 38400 

38400bps 

18 

CONNECT 57600 

57600bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOM 冉端末 ー パソコ 
ン間は USB ケープルで接続されているため、実際の接続速度と異な0ます。 

■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意ほ 

1 

PPPoverUD 

64K データ通信で接続（日 C 二 UDI、+C 日 ST 二11目，1,0) 

2 

AV32K 

33K テレビ電話で接続 

3 

AV64K 

641<テレビ電話で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0 が設定されているとさ 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 

ATX 1 が設定されているとさ 

• ATXK AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了のときに、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表おします。 

文字表お例： ATD 丰99丰 * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場含 
接続完了のとをに、次の書式で表おします。 

「 C 日 NNECT く FOMA 端末 ー パソコン間の速度 >< 通信プロトコル> く接続先 APN >/く上り方向 
( FOMA 端末一無線基地局間）の最高速度>/く下り方向 （ FOMA 端末卜無線基地局間）の最高速度>」 
文字表お例 ： ATD * 99丰 * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /64/384 

( mopera . net に、上り最大目 4 kt ) ps 、 下り最大 384 kbps で接続したことを表します。） 

数字表お例： ATD 本99 * * * 3# 

1215 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場を、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V 1 び設定されている場合、く接続先 APN > し乂降はパケットで接続している場合のみ表おされま 
す。 
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